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世 帯194, 030　

男308, 117　

女298, 525　

計606, 642

( 前月 より151 人増)

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

嶇合的な区民サービー
をということで

笵畑地区に建設されていた「花畑区民センタ

ー」
(写真
)は、総工費約四億三千万円をか

けて
、このたび完成しました
。四月のオ
1プ

ンをめさして
、今その準備を急いでいます
。

花畑区民センタ
1には
、児童が

安心して遊ぶことのできる工作室

などの児童施設
、青年男女の各種

講習会に利用できる集会室が備わ

っている青年の施設
、お年寄りが

ゆったりとした気分でくつろげる

娯楽室などがある老人施設
、区民

の方が気軽にくつろげる区民コー

ナーが備わっています
。このほ

か
、現在
、公団住宅花畑団地内に

あ
る
第
十
七
出
張
所
分
室
が
移
転
し
、
四
月
か
ら
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

また
、絵本から文学書・
辞一
な

どが蔵書されている『花畑図書

館
』が併設されています
。

施設内容と概要は次のとおりで

す
。

□所在地
　花畑土地区画盤理組合

施行地区四七ブロ・
クニ〇・二
I
(

花畑西小学校前
)

□
逹
物
の
構
造
と
規
模
鉄
筋
ゴ
ン
グ
リ
1
ト
造
り
地
上
三
階
建
て
、
延
床

面
積
ニ
ー
九
六
・
七
八
平
方
㍍

1階お年寄りの
施設と出張所

出張所
/老人大広間・
娯楽室・

浴室
/区民コ
1ナー
/売店
/事

務室
▽老人大広間・
娯楽室
　踊りを楽

しんだり、囲碁・将棋に興じた

り、お年寄りの憩いの場として

ご利用ください
。

▽浴室
　広い浴室で温泉気分を昧

わってください
。

▽
区
民
コ
ー
ナ
ー
　
雑
誌
や
新
聞
な
ど
が
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

にどうぞ。2階児童と青年の施設

音楽室
/工作室
/育成室
/ホ
1

ル
/大集会室
/集会室
(和・淦

室
)
/
料理講習室
/ドレミニ

グ室
▽音楽室・工作室
　児童が自由に

楽器を奏で楽しむ寔と紙工作・
木工作などを楽しむことのでき

る施設です
。

▽大集会室・
集会室
　主として青

年の教養の場として
、各種講習

会にご利用ください
。

▽トレーニング室
　健康を保っ
た

め、からだを鍜えるためにご利

用ください
。

3階図
書
館

児童室
/閲覧室
/

雑誌コーナ
1
/
公

開鼻‥庫
/事務室

▽児童室
　絵本・童

話などが蔵書さ

れ
、お母さんとい

っしょに楽しひこ

とができます
。ま

た、紙芝居も賃出

します。

▽閲覧塞
　静かな雰

囲気と明るい環境の中で
、読番

や学習ができます。

▽
公
開
書
庫
　
小
説
1
文
学
書
1
教
養
図
番
が
蔵
書
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

覡
百科辞典、辞書なども賃出

しします。

▽
雑
誌
コ
ー
ナ
1
　
七
十
種
類
程
度
の
雑
誌
と
新
聞
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
読
書
や
勉
強
に
疲
れ
た
方
、
ど
う
ぞ
こ
の
コ
ー
ナ
1
で
気
分
転
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

花 畑区民セン ター案内図

第
1
3出
張
所
分
室
を
新
設

第
1
7出
張
所
分
室
が
移
転

□
第
十
三
出
張
所
分
室

第十三出張所の分室をかねてか

ら建股中でしたが
、このほど建物

が完成
(写真
)し、四月一日から

業務を開始します
。とくに
、第十

三出張所管内の方は
、まちがいの

ないよ
1つお気をつけください
。

▼所在地
　江北西部土地区画整理

地内仮茜一
七
1三

▼
電
話
　
八
五
三
1
二
三
〇
一

▼所管区域
　上沼田町一
八ニ
ア

二一八五
/加賀皿沼町
/北鹿瓩

町
/鹿感孚五丁目
/谷在家町
/

谷在家一・二丁目
/椿二丁目
/

江北一
(
1
七丁目
/北堀之内町

□
第
十
七
出
張
所
分
室

第十七出張所

分室は
、現在花

畑団地
(花畑町

一八〇
)内にあ

りますが、四月

一
日から花畑区民センタ
1内へ
鯰

転します
。

▼所在地
　花畑土地区画盤理組合

施行地区四七ブロ
Jク
(花畑西

小南側
　花畑区民センタ
1内
)

▼電話
　八八四一
四四五
】
(現在

と同じ
)

なお、この分室の所管区域は
、

変わりありません
。

第13出張所 分室案 内図「健全の 家」

秋に神明南町へ移転

生活環境が恵まれない児童生徒

のための施設「健全の家
」が移転

することになりました。この施設

は
、両親や片親がなく
、親類縁者

も少なく、家庭的な愛情に恵まれ

ない
、保護者が病弱や傷害のため、

経済的に恵まれないなどの状態に

ある児童生徒を収容し
、教育的指

導と暖かい家庭的な育成により
、

健全な生活を営ませるものです
。

健全の家は
、わが国では他に類

のない施股で
、中央本町一丁目に

昭和三十三年七月開設しました
。

現在の建物が手ぜまになったため

新たに建設されるもので
、主な概

要は次のとおりです
。

□所在地
　神明南町九〇

□
敷
地
面
積
　
三
七
八
七
・
二
六
平
方
㍍

□構造
　鉄筋コンクリート造り二

階建て
□
延
床
面
積
　
一
〇
七
四
1
二
三
平
方
㍍
(
一
階
乱
(
I
四
平
方
㍍
　
二
階

=
四
六
〇
・
二
三
平
方
㍍
)

□
一
階
　
寮
室
/
公
務
室
兼
宿
直
室
/
作
業
室
/
食
堂
/
園
長
室
/
事
務
室

/保母室
/用務員室
/浴室など

□二階
　寮室
/公務室兼宿直室
/

図窿家
/保建室
/保母愈々
1と

なお
、建設工事費は約一
億円で
、

ことしの十月に完成移転する予定

です
。

「健全の家」完成予想図

広 報映画 の

ご 利用を

区の広報映画「私たちの足立
-

施設綢「十六ミリカラ上
」

が完成し
、一般の方に

貸出しを行なっていま

す
。このほか小人數で
F

き
は
、手讐
操作

できる八ミリフイルム

と映写機も用意しまし

だ
。貸出し要領は次の

とおりです
。

■
十
六
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

資
格
=
団
体
登
録
が
必
要
　
貸
出
期
間
=
言
間

費
用
=
無
料

申
込
み
=
使
用
三
日
前
ま
で
に
巾
夬
図
番
館
フ
イ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ

-へ
　八四〇
1四六

四六
□
八
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
　
貸
出
期
間
・
費
用
=
十
一
(

ミリと同じ
　申込み

区役所広報課へ

な覡
中央図書館で

は
、このほど防災用映

画「関東大震災の記録

―
東
京
消
失
―
」
を
購
入
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5 年年金申込期限せまる
加入はお早くどうぞ! !

国民年金法が改

正され、いままで

国民年金に加入し

たことのない方
、

過去に十年年金
、

五年年金に加八し

途中でやめたまま

の方
、今なら加八

できます
。この機

会をのがさず加八

してください
。

▽加入できる方

明治三十九年四

月二日から明冶

四十四年四月一

日までに生まれた方

ただし
、次に骸当する方は加入

できませんのでご注意ください
。

○現在公的年金に加入している方

○国民年金や厚生年金などの公的
年金を受けている方
、またこれ

らの年金を受ける賢格のある方

▽加入期間
五年間
(昭和四十五

年六月までさかのぼり
、昭和五

十年五月までの保険料を納める

ことになります
)

▽保険料
　一か月
九百円

▽納付方法
　昭和四十五年六月か

ら
1加入申込みの前月までの分
(

さかのぽり分
)は、昭和五十

年六月三十日までに一
括、また

は分割で納入することができ

ます
。

▽年金額
　年額九万六千円
(月額

八千円
)が生涯支給されます‥

▽支給条件
　五年間の保険料を納

め終った時
(この時に六十五歳

未満の方は膺六十五歳になった

時
)から支給されます
。

▽持参するもの
　印鑑

※いままでに厚生年金などに加入

したことのある方は
、加入期間を

調べておいでください
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
二
階
国
民
年
金
課
へ
ど
う
ぞ
。

3月の催しもの □
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
1
七
一
〇
一

■
版
画
工
作
　
九
日
(
土
)
・
十
六
日
(
土
)
・
二
十
三
日
(
土
)
午
後
1
蒔
　
■
絵
画
教
室
十
六
日
(
土
)
午
後
1
時
三
卜
分
　
■
新
入
園
・
新
入
学
児
童
の
健
康
管
理
(
講
演
)
　
十
九
口
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
生
花
教
室
　
八
日
(
金
)
午
前
十
時
　
材
料
費
三
百
円
　
■
結
婚
講
座
士
一
百
(
水
)
午
後
六
時
三
十
分
1
・
二
結
婚
の
医
学
」
・
「
す
ば
ら
し
い
結
婚
」
　
■
老
人
無
料
健
康
相
談
　
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
1
　
　
八
八
九
1
四
六
六
一

■
親
と
子
ど
も
の
討
論
会
　
十
七
日
(
日
)
午
後
1
時
三
十
分
　
定
員
三
十
名
　
■
お
年
寄
り
の
行
事
　
生
花
教
室
　
八
日
(
金
)
午
後
二
時
先
着
二
十
名
　
書
道
教
室

十日
(日)
1
十七日
(日)午後一時
定

員二十名
　詩吟教室
　九日【占
午後
】時
　定員二十名
無料

健康相談
　二十日
(水
)午後一時三十分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
お
年
寄
り
の
行
事
　
踊
り
教
室
　
八
日
(
金
)
・
十
五
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分
　
将
棋
大
会
　
十
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
定
貝
五
十
名
　
申
込
み
は
八
日
ま
で
　
浪
曲
大
会
　
十
七
日
(
日
)
午
後
一
時
　
無

料健康相談
　十九日
(火
)午後
1時三十分
　定貝二十名

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
一
不
二
七
六
五

■
春
の
お
楽
し
み
会
　
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
卓
球
大
会
　
希
七
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
　
申
込
み
は
十
六
日
ま
で
　
■
お
年
寄
り
の
行
事
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

六
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
民
謡
教
室
　
七
日
(
木
)
・
十
四
日
(
木
)
午
後
1
時
三
十
分

踊りの教室

十三日
(水
)・二十日
(水
)午前十時三十分
　無料健康相談

十九日
(火
)午後一時三十分

<
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
　
八
九
七
上
(
九
四
八

■
卓
球
月
例
会
　
九
日
(
土
)
午
後
二
時
　
申
込
み
は
八
日
ま
で
　
■
映
画
会
　
十
七
日
(
日
)
午
後
三
時
・
:
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
「
イ
ジ
」

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
　
九
匸
〒
三
四
三

■
児
童
館
の
行
事
　
音
楽
教
室
　
十
日
(
日
)
・
二
十
四
日
(
日
)
午
前
九
時
　
ギ
タ
ー
を
ひ
こ
う
　
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
館
の
行
事
　
舞
踊
教
室
　
九
日
(
土
)
・
十
六
日
(
土
)
午
前
十
時
　
映
画

会
　
十
四
日
(
木
)
午
後
一
時
　
茶
道
教
室
(
定
員
十
名
)
・
華
道
教
室
(
定
艮
二
十
名
)
の
募
集
　
申
込
み
は
十
日
か
ら
で
す
。

<
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
>

【
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
屋
へ
】

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
八
五
〇
1
八
八
〇
一

<
三
月
以
降
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
>

◎
毎
週
木
曜
日
1
午
後
六
時
三
十
分

◎
毎
週
土
曜
日
!
午
後
一
時
三
十
分
・
三
時
・
六
時
三
十
分

入
場
料
1
十
六
歳
以
上
五
十
円
　
十
五
歳
學
丿
料
7
す
。

所
得
税

贈
与
税

住
民

の
申
告
は
お
早
め
に

―

期
限
は
3
月
1
5日―

ことしも税の申告期限がせま

りました。毎年、期限間際にな

りますと、たいへん混み合いま

すので
、手続きはお早めに
。な

气
区役所第二庁舎

には、駐車場があり

ませんので
、ご注意

ください。

●住民税申告の出張
受付けのご利用を

区では
、住民税
(特別区民税
、

一都民税佃人分
)の申告手続きの

一便宜を図るため
、次の日程で出

張受付けをいたします
。お近く

の会場をご利用ください
。

○
3
月
1
1
日
(
月
)
・
1
2
日
(
火
)
L
常
朿
、
第
一
一
了
第
十
二
の
各
出
張
所

○
3
月
1
3
貝
水
)
・
1
4
日
(
木
)
=
第
十
ご
了
第
二
十
、
東
綾
瀬
、
東
栗
原
の
各
出
張
所

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九

時から午後四時までです
。

○おねがい……区から住民税の

申告書を送られた方で
、申告し

なくてもよい方
(例
1
1
・▽
4
8
年中

に所得がない方
、▽
4
8

年分所得税の確定

申告をされる方
、▽

給与収入のみで
、勤

祺一先から区に給与支

払報告萋が出された方等
)は、

お手数でも
、その旨を申告一
裏

面に記入し提出くださるよう、

おねがいいたします
。

■ 区 役所 の 電話882- 1111 第二 庁 舎889- 6161 足 立 福 祉 事務 所888- 3141 中 部福 祉 事務所889- 1481 東 部 福 祉事 務 所605- 7105 西 部 福 祉 事務 所897- 5011
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家

庭
新
入
生
を
も
つ
父
母
の
方
へ

子
ど
も
の
心
を
生
か
し
な
が
ら

よ
り
よ
い
生
活

新
入
学
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
ご
家

庭
で
は
、い
ろ
い
ろ
・
と
お
気
づ
か
い

の
こ
と
で
し
ょ
う
。入
学
を
前
に
し

七
、子
ど
も
た
ち
も
希
望
に
あ
ふ

氣
、喜
ぴ
の
心
で
は
ず
ん
で
い
る
こ

と

と
思

い
ま

す

。

▽
よ
い
習
慣
づ
く
り
を

学
校
は
、き
ち
ん
と
し
た
時
間
割

で
生
活
が
営
ま
れ
、集
団
の
中
で
学

習

が
進

め

ら

れ
て

い
き

ま

す

。

家
庭
生
活
で
も
、だ
ん
だ
ん
と
規

律
正
し
い
生
活
多
-
し
て
い
く
よ
う
に

し
む
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。早

夜
早
起
き
の
習
慣
や
、テ
レ
ビ
を
見

す

ぎ
な

い

よ
・
つ

な
習

慣

を

つ

け
て

い

き
ま

し

ょ
う

。

新
入
学
と
い
う
こ
と
を
機
会
に
、

子
ど
も
が
起
こ
さ
れ
な
く
て
も
起
き

た
り
、脱
い
だ
ね
ま
き
を
き
ち
ん
と

た
た
ひ
習
慣
な
ど
を
つ
け
て
い
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。た
だ
子
ど
も
た
ち

は
、一
び
と
と
も
に
新
し
い
生
活
で

緊
張
し
て
い
ま
す
か
ら
、子
ど
も
に

と
っ
て
重
荷
す
き
る
要
求
や
期
待
を

す
る
と
、か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
面
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
り
紙
と
(
ン
カ
チ
を
毎
日
も
た

せ
て
も
、
一
回
も
便
わ
な
い
で
い
る

子
ど
も
も
中
に
は
い
ま
す
。
ど
う
い

う
時
に
使
う
か
を
教
え
て
い
く
と
と

も
に
、
家
庭
で
も
同
じ
よ
う
な
習
慣

を
つ
け
て
い
き
ま
し
f
つ
。
外
へ
遊

ぴ
に
行
っ
て
、柵
一
っ
て
き
た
ら
手
を

洗
う
習
慣
を
つ
け
さ
せ
て
い
く
と
、

だ
ん
だ
ん
言
わ
れ
な
く
て
も
や
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

爪
を
切
る
の
も
、親
が
切
っ
て
や

る
に
し
て
も
、伸
び
て
き
た
ら
自
分

か
ら
親
に
頼
ひ
よ
う
に
し
む
け
て
い

く
こ
と
も
、他
律
か
ら
自
律
へ
と
子

ど
も
の
心
を
伸
ば
し
て
い
く
第
一
歩

に
な
る
で
し
ょ
う
。

▽
自
分
の
も
ち
物
に
関
心
を

一
年
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
学
用
品

が
あ
り
、名
前
を
奮
い
て
や
る
だ
け

で
も
大
変
で
す
。学
校
で
落
と
し
物

を
唯
の
か
と
き
い
て
も
、ま
っ
た
く

気
に
し
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。鴉

が
書
い
て
や
り
な
が
ら
、自
分
の
も

ち
物
で
あ
り
、自
分
で
住
意
し
て
大

事
に
使
う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く

言
っ
て
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。自
分
の

も
の
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、ひ

と
の
も
の
と
区
別
で
き
る
子
ど
も
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▽
こ
と
ば
の
し
つ
け

小
学
校
へ
は
い
っ
て
も
、幼
児
語

が
な
く
な
ら
な
い
子
ど
も
が
い
ま

す
。ま
た
、み
ん
な
の
前
で
は
、は

す
か
し
が
っ
て
な
か
な
か
発
表
で
き

な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。楽
し
い
団

ら
ん
の
ひ
と
と
き
で
も
、あ
ま
り
く

ず
れ
た
こ
と
ぱ
を
つ
か
わ
な
い
よ
う

に
だ
ん
だ
ん
な
お
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▽
健
康
作
り
と
安
全
へ
の
配
慮
を

朝
、子
ど
も
と
I
緒
に
な
わ
と
ぴ

を
し
た
り
、体
操
を
し
た
り
す
る
の

も
、観
と
子
の
健
康
管
理
に
な
り
、

心
の
交
流
を
は
か
る
機
会
に
も
な
り

ま
す
。買
い
物
に
行
く
時
な
ど
も
、

横
断
歩
道
を
渡
る
時
や
、道
路
を
歩

く
時
の
よ
い
指
導
の
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。

み
ん
な
と
仲
よ
く
し
て
い
く
気
持

を
育
て
、明
る
く
積
極
的
な
子
ど
も

に
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

学
校
で
の
生
卮
は
、な
る
べ
く
話

を
聞
い
て
や
り
、一
緒
に
考
え
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。日
々
の
生
活
は
、わ

が
子
の
心
と
か
ら
だ
を
築
い
て
い
く

大
事
な
教
育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
4
2
)

―
―
千
住
四
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
三
―
―

勝
山
準
四
郎

旧
道
か
ら
畏
円
寺
参
道
を
百
メ
ー
ト
ル
程
真
直

ぐ
柬
へ
進
ひ
と
月
松
山
長
円
寺
で
あ
る
。
参
道
も

今
は
す
っ
か
り
翻
装
さ
れ
た
公
J
で
あ
る
が
、
昔

は
真
中
に
敷
石
を
連
ね
両
側
に
か
ら
た
ち
生
垣
の

あ
る
寺
持
の
参
道
で
あ
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
当
寺

は
俗
に
か
ら
た
ち
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

突
当
り
の
山
門
に
「
月
松
山
」
の
扁
額
が
懸
け

ら
れ
て
い
る
。明
治
二
年
正
木
健
順
の
筆
で
あ
る
。

筆
者
は
寺
小
屋
群
雀
堂
塾
主
で
あ
る
。
山
門
と

隣
合
っ
た
左
側
に
子
育
延
命
地
蔵
堂
が
あ
る
。
こ

の
お
堂
は
元
は
旧
遭
入
口
に
あ

。
た
と
の
こ
と
。

堂
の
両
側
に
は
そ
れ
こ
そ
千
住
絵
鳥
が
ぎ
っ
し

り
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
馬
の
懸
に
鴫
酬
一
車

が
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
お
百
度
参
り
の
数
取

り
の
道
具
で
あ
る
が
、
今
で
は
区
内
で
も
す
っ
か

り
珍
ら
し
く
な
っ
た
貴
重
な
民
俗
賢
料
で
あ
る
。

山
門
を
入
る
と
正
面
が
明
冶
五
年
建
立
の
本

堂
。
そ
の
右
手
の
松
が
山
号
由
来
の
名
樹
で
あ
る

が
今
は
二
代
目
で
あ
る
。
当
寺
は
新
義
裏
言
宗
派

で
、
江
戸
時
代
の
初
期
奥
州
讌
殿
山
の
姻
国
行
者

貫
海
か
こ
の
地
に
草
庵
を
紬
ん
だ
の
が
開
基
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
人
が
笈
に
納
め
て
串

持
し
た
薬
師
如
来
喙
が
本
尊
で
あ
る
。
縁
起
に
{
本

尊
仏
薬
師
如
来
、
御
最
一
尺
}
寸
五
分
立
像
、
仏

師
定
明
作
也
」
と
あ
る
が
、
今
は
秘
仏
で
尊
容
を

押
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
定
刻
は
人
も
知

る
宇
冶
平
等
院
の
阿
弥
陀
如
来
の
作
者
で
、
寄
木

造
り
の
手
法
を
完
成
し
た
平
安
時
代
の
名
仏
師
で

あ
る
か
、
そ
の
名
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
察
し
て
、

豊
か
な
尊
容
の
仏
さ
ま
と
思
わ
れ
る
。
寺
宝
に
有

名
な
乳
泉
石
が
あ
る
。
風
土
記
碼
に
も
「
当
寺
に

乳
泉
石
と
言
う
石
あ
り
。
是
を
削
り
て
婦
人
乳
の

出
る
符
と
せ
り

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
何
の

変
哲
も
な
い
大
理
石
の
か
け
ら
み
た
い
で
あ
る
　

が
、
曹
か
ら
霊
験
あ
ら
た
か
と
あ
る
か
ら
不
思
議
　

な
も
の
で
あ
る
。
伝
え
に
よ
る
と
豊
前
中
津
城
主
　

奥
平
家
か
ら
は
、
毎
年
こ
の
石
に
金
五
両
づ
つ
の
　

寄
進
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
か
な
り
広
く
知
ら
　

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
の
(
十
(
ヶ
所
巡
り
　

の
石
碑
の
奥
に
心
香
尼
碣
(
け
つ
)
が
あ
る
。
碣
　

は
碑
と
同
じ
く
い
し
ぶ
み
の
意
で
あ
る
。
心
香
尼
　

は
四
丁
目
名
主
高
梨
家
に
嫁
し
た
が
、
一
女
を
得
　

て
夫
を
失
い
、
再
縁
せ
ず
仏
門
に
入
リ
、
修
行
五
　

十
余
年
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
(
十
二
嵎
で
殺
し

た
。
そ
の
婦
徳
を
称
え
た
の
が
こ
の
碑
で
あ
る
。

選
文
並
ぴ
に
一
は
正
木
大
助
の
手
に
よ
る
も
の

。
で
あ
る
が
、
(
百
字
に
の
ぼ
る
流
幃
な
る
文
章
と
　

一
画
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
格
調
高
い
名
筆
は
、

区
内
に
も
稀
に
み
る
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
正
木
大
助
は
先
の
健
順
の
父
君
で
群
雀
堂
二

代
目
塾
主
で
あ
る
。

こ
の
石
碑
群
の
隅
に
宝
篇
印
省
が
鵐
っ
て
い
る
　

が
、
そ
の
塔
の
裏
側
塀
き
わ
に
寛
永
四
年
(
一
六
　

二
七
)
武
州
千
住
町
の
刻
ま
れ
た
観
音
ほ
が

あ

る
。
こ
の
地
域
の
石
碑
等
に
見
ら
れ
る
千
住
町
の

名
の
刻
ま
れ
た
最
古
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
纜

辺
辱
閭
氏
調
査
)

さ
て
こ
れ
ら
石
仏
と
反
対
側
つ
ま
り
山
門
を
入

っ
て
す
ぐ
左
手
に
あ
る
の
が

魚
籃
観
音
堂
で
あ

る
。
(

こ
の
項
つ
づ
く
)

長円寺山門と子育地蔵堂
( 地 蔵 堂 右 側 の 角柱 が り ん ね 車)

中
小
企
業
者
の
救
済
へ

緊
急
融
資
の
実
施

区
で
は
、
石
油
危
機
以
来
事
業
経
営

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
中
小
企
業
者

の
救
済
対
策
と
し
て
、
経
営
上
の
資
金

難
を
緩
和
す
る
た
め
、
去
る
二
月
二
十

二
日
か
忿
一
月
三
十
日
ま
で
次
の
と
お

り
緊
急
融
賢
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
運
転
資
金

▽
融
資
金
額
　
百
五
十
万
円
以
内

▽
返
済
期
間
　
二
年
(
す
え
一

き
六
か

月
を
含
ひ
)
利
率
年
九
%
以
内

▽
資
格
　
区
内
で
一
年
以
上
鬨
じ
事
業

を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
を
経
営
し

て
い
る
方
(
佃
人
・
法
人
を
問
わ
ず
。

た
だ
し
仲
介
・
不
助
産
・
遊
興
娯
楽

業
な
ど
は
除
く
)

▽
条
件
　
特
別
区
民
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
(
法
人
の
場
合
は
代
表
者
の

も
の
、
ま
た
は
法
人
都
民
税
)
保
証

は
原
則
と
し
て
信
用
保
証
協
会
の
俣

証
、
ま
た
は
保
証
人
一
人
(
法
人
の

楊
合
の
み
代
表
者
と
第
三
者
一
人
)

担
保
の
い
ず
れ
か
一
つ

■
設
備
資
金

▽
融
資
金
観
　
三
百
万
円
以
内

▽
返
済
期
間
　
四
年
(
す
え
置
き
六
か

月
を
含
む
)
利
率
年
九
・
五
%
以
内

▽
資
格
・
条
件
　
運
転
賢
金
と
同
じ

■
利
子
補
給
　
運
転
賢
金
年
七
・
(

%
、
股
備
資
金
年
(
・
三
%
と
融
資

利
子
頸
と
の
差
額
を
一
年
分
に
限
り

区
が
利
子
補
給
し
ま
す
。

※
融
賢
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
区

役
所
経
済
踝
へ
ど
う
ぞ
。

指
名
競
争
入
札
の

参
加
願
い
受
付
中

区
で
使
用
す
る
各
孤
物
品
の
納

て

ゃ
工
事
請
負
な
ど
某

望
さ
れ

る
方
は
コ

二
月
二
十
日
ま
で
に
都

一
財
務
局
所
定
の
様
式
で
届
出
て
く

谷

。
い
。

詳
細
は
、
区
役
所
契
約
第
一
・

第
二
係
へ
ど
う
ぞ
。

急 に お 金 が必 要 な方 に

―応 急 小 口 資 金―

区
で
は
、
急

に
お
金
が
必
要

に
な
っ
た
方
に

応
急
小
口
資
金

の
貸
付
け
を
行

な
っ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
貸
付
対
象

▽
区
内
に
引
続

き
三
か
月
以

上
居
住
し
て

い
る
方

▽
一
定
の
収
入

が
あ
り
、
世

帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方

▽
区
内
に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
確

実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

▼
足
立
区
母
子
応
急
小
口
賢
金
、
ま
た

は
東
京
都
失
業
対
策
事
業
就
労
者
厚

生
賢
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
方

▼
公
務
員
共
済
糒
五
に
、
そ
の
他
の
共
済

制
度
の
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
方

▼
法
令
に
基
づ
く
生
活
に
関
す
る
扶
助

を
受
け
て
い
る
方

■
貸
付
条
件

▽
貸
付
金
額
上

二
万
円
以
内

▽
利
息
-
無
利
息

▽
返
済
方
法
-
貸
付
け
の
翌
々
月
か
ら

十
か
月
の
均
等
月
賦
償
還

■
貸
付
理
由

▽
災
害
な
ど
に
よ
り
住
居
や
家
財
に
被

害
を
受
け
た
場
合

▽
本
人
や
家
族
の
疾
病
・
傷
害
に
よ
り

治
療
を
要
す
る
場
合

▽
生
活
必
需
品
を
購
入
す
る
場
合

▽
本
人
や
家
族
の
結
婚
・
出
産
・
就
職

・
就
学
・
郵
祭
な
ど
の
費
用
が
必
要

な
場
合

▽
遠
隔
地
の
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

止
む
を
え
な
い
旅
行
を
す
る
場
合

▽
そ
の
他
貸
付
け
を
必
要
と
す
る
場
合

な
お
、
貸
付
け
を
受
け
る
時
は
、
以

上
の
事
項
を
証
明
す
る
一
類
が
必
要
で

す
。受

付
け
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

二
階
援
護
係
へ
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
案
内

・
申
込
み
用
紙
は
援
護
係
・
出
張
所
・

民
生
委
員
宅
に
あ
り
ま
す
。

「春分の 日」の ゴミ収 集

変更のお知らせ

足
立
東
・
足
立
西
清
掃
事
務
所
で

は
、
三
月
二
十
一
日
(
木
)
「
春
分

の
日
」
の
清
掃
作
業
を
休

み
ま
す
。

こ
の
口
に
当
っ
て
い
る

地

域

の

ゴ
ミ

分

別

収
集

作

業
は
次
の
よ
う
に
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
气
西
清
掃
事
務
所

管
内
の
地
域
は
、
変
更
日

が
二
日
に
わ
た
り
ま
す
の

で
、
そ
の
地
域
の
方
は
、

お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

<
東
清
掃
事
務
所
管
内
》

□
変
更
日
一

三
月
二
十
日
(
水
)

□
変
更
地
域
-
千
住
柳
原
二
丁
目
、

東
綾
瀬
一
・
二
・
三
丁

目
、
東
和
一
・
二
・
三

・
四
・
五
丁
目
、
谷
中

一
・
二
丁
目

<
西
清
掃
事
務
所
管
内
>

□
変
更
日
―
三
月
二
十
九

日
(
金
)

□
変
更
地
域
=
竹
の
塚
一

・
二
・
六
丁
目
、
六
月

二
・
三
丁
目

□
変
更
日
I

二
月
三
十
日
(

日
)

□
変
更
地
域
―
栗
原
一
・
二
丁
目
、

島
根
三
・
四
丁
目

千 住 地 区

―
期
限
は
3
月
3
1日
―

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
の
申
請

千
住
地
区
は
、
す
で
に
公
共
下
水
道

が
は
い
り
水
洗
化
で
き
る
「
甲
地
区
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
甲
地
区
に
指

定
さ
れ
る
と
、
く
み
と
り
式
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
す
る
時
、
一
定
の
条
件

に
合
え
ば
、
申
請
に
よ
り
工
事
費
に
助

成
金
が
で
ま
す
。
千
住
地
区
の
一
舷
は
、

そ
の
申
請
期
限
が
四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
で
切
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
方
は
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

助
成
額
の
引
上
げ

水
洗
便
所
・
私
道
排
水
設
備

都
下
水
遭
局
で
は
、
最
近
の
設
備
工

事
費
の
高
騰
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と
、
次
の

と
お
り
助
成
額
を
引
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

●
水
洗
便
所
助
成

一
般
助
成
額
(
年
収
百
六
十
五
万
以

下
の
人
)
・・・
一
万
六
千
三
百
五
十
円

を
一
万
八
千
二
百
(
十
円
に

○
私
遭
排
水
設
備
助
成

助
成
額
算
定
の
基
準
と
な
る
標
準
工

事
費
の
全
額
を
匸
一
四
%
引
上
げ

な
お
、
当
区
の
私
道
排
水
設
備
助
成

顫
も
都
に
準
じ
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
助
成
顫
の
引
上
け
は
、
こ

と
し
の
一
月
一
日
以
降
申
請
を
受
け
た

も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
水
洗
便
所

の
改
造
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最

寄
り
の
都
下
水
道
管
理
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
千
住
地
区
は
北
部
第
一
管
理
事
務
所

(
〇
一
〒

四
六
三

▽
小
台
・
官
城
・
新
田
地
区
は
北
都
第

二
管
理
事
務
所

九
〇
六
1
二
四
一
一

児
童
手
当
の
切
替
え

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
は
、
第
三
子
以
降
の
児
童

の
年
齢
に
よ
っ
て
国
と
都
の
制
度
に
よ

る
も
の
と
に
、
わ
か
れ
て
ぃ
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

国
の
制
度
に
よ
る
支
給
対
象
児
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
骸
当
す

る
方
は
切
替
え
手
続
き
が
必
嬰
で
す
。

な
お
、
こ
の
切
替
え
手
続
き
を
し
ま

せ
ん
と
、
四
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ど

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
切
替
え
手
続
き
が
必
要
な
方

現
在
、
都
の
制
度
に
よ
る
手
当
を
受

給
中
の
方
で
、
十
(
歳
未
膺
の
第
三
子

以
降
の
児
童
の
年
齢
が
昭
和
三
十
(
年

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
(
た

だ
し
、
義
務
教
腎
終
了
前
ま
で
)
で
あ

る
こ
と

な
お
受
給
者
が
外
国
人
の
場
合
は
従

来
ど
お
り
鄒
の
制
度
で
取
扱
い
ま
す
。

▽
切
替
え
手
続
き
の
方
法

該
当
者
に
は
、
直
接
住
復
(
ガ
キ
に

よ
る
切
謦
申
請
一
を
送
り
ま
す
の
で
必

要
事
頃
を
記
入
し
、
押
印
の
う
ぇ
期
日

ま
で
に
必
ら
す
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
受
給
者
が
公
務
貝
・
三

公
社
に
勤
務
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
勤
務
先
で
直
接
認
定
・
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(
な

お
、
今
回
は
公
務
員
等
の
方
に
も
、
確

認
の
た
め
一
応
住
復
(
ガ
キ
を
送
り
ま

す
の
で
、
必
要
嚊
項
、
特
に
戰
葉
ら
ん

に
公
務
員
等
と
肥
入
の
う
。え
返
送
し
て

く
だ
さ
い
)

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手
当

係
へ
ど
う
ぞ
。

掲
示
板

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

三
月
の
移
動
採
血
日
程

六
日
(
水
)
　

中
川
北
小
学
校

十
(
日
(
月
)
　

区
第
二
庁
舎

二
十
日
(
水
)
　

竹
の
塚
駅
東
口

二
十
六
日
(
火
)
　
千
寿
第
三
小
学
校

三
十
日
(
土
)
　

北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

一
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。
(
午
前
十
　

一
時
三
十
分
か
ら
午
後
〇
時
三
十
分

ま
で
昼
食
休
憩
時
間
で
す
)

■
私
立
未
公
認
幼
稚
園
の

園
児
に
補
助
金

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
と
未
公
四

回
稚
圜
の
園
児
父
兄
に
補
潮
金
言

忖
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
足
立
″

に
住
ん
で
い
て
、
。
区
外
の
幼
稚
園
に

堰
園
し
て
い
る
園
児
の
父
兄
は
、
個
人

申
請
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
f
x

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急
き
く
″
a

い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
`

四
階
総
務
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
ア
ル
バ
イ
ト

募

集

区
で
は
、
薬
剤
敵
布
作
業
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
一
三
月
十
三
日
?
九
月
三
十

日
　
資
格
-
十
(
歳
以
上
の
男
子

賃
金
-
一
日
千
九
百
円
(
四
月
か
ら

一
二
千
百
円
)
　
勤
務
時
間
1
午
前
(

一
時
三
十
分
?
午
後
五
時
(
た
だ
し
、

。
日
曜
・
祝
日
は
休
み
、
土
曜
は
半
日
)
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役

所
衛
生
係
へ
。

■
区
営
運
動
場

貸
出
し
開
始
日
を
変
更

現
在
、
野
球
鳩
は
毎
月
十
六
日
、

庭
球
場
・
排
球
場
は
毎
月
月
末
に
そ

れ
ぞ
れ
翌
月
分
の
使
用
申
睛
の
受
付

'
け
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
の

よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

野
球
場
=・
毎
月
十
二
日
に
翌
月
分
を

庭
球
場
・
排
球
場
・・・
毎
月
二
十
二
日

に
翌
月
分
を

平
野
運
動
場
・
北
千
住
公
園
・
弓
道
場

・
相
撲
場
・
・
・
毎
月
七
日
に
翌
月
分
を

た
だ
し
、
賢
出
日
が
休
日
の
と
き

は
そ
の
前
日
と
な
り
ま
す
。

実
施
期
日
　
五
月
分
抽
選
日
か
ら
行

な
い
ま
す
。
従
っ
て
、
野
球
場
は

四
月
十
一
t
i
l

球
場
は
四
月
二

十
二
日
に
な
り
ま
す
。

時
間
　
従
来
ど
お
り
、
野
球
場
は
午

前
九
時
、
庭
球
場
・
排
球
場
は
午

前
(
時
三
十
分
に
行
な
い
ま
す
。

■
第
2
7回
都
民

体
育
大
会
予
選
会

会
期
・
・
・
四
月
】
日
?
四
月
三
十
日

会
場
・
=
区
内
各
施
設

競
技
種
目
=
・
陸
上
競
技
・
柔
適
・
康

球
・
庭
球
・
相
撲
・
弓
道
・
エ
ア
ー

ラ
イ
フ
ル
ー
ク
レ

'
I
射
撃
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

剣
道
・
バ
ス
ケ
y
ト
ボ
ー
ル
ー
サ
ッ

カ
ー
・
空
手
・
山
岳
・
な
き
な
た
・

的
魚
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
区
教
育
委

員
会
体
育
課
、
ま
た
は
各
競
技
連
盟
・

協
会
へ
ど
う
ぞ
。

■
公
害
防
止
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
品
の
展
示

公
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
入
還
作
品

を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
第
一
回
　
三
月
十
三
冂
l
t
七
日

午
前
九
時
?
午
後
四
時
東
部
区

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
ロ
ビ
ー

■
第
二
回
　
三
月
二
十
日
～
二
十
四

日
　
中
央
図
一
鰌
一
階
正
面
口

■
第
三
回
　
三
月
二
十
七
日
!

こ
十

日
　
区
役
所
本
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー

■
都
立
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

都
の
同
和
行
政
の
一
環
と
し
て
、

労
働
局
で
は
、製
く
つ
科
の
職
業
馴

練
(
昼
間
一
年
)
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
四
月
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。募

集
期
限
I
二
月
十
六
日
(
土
)

ま
で
　
募
集
人
員
―
二
十
名
　
選
考

日
・
場
所
一
三
月
二
十
日
(
水
)
午

前
十
時
　
都
立
足
立
高
等
靴
業
馴
練

校
台
東
分
校
(
都
産
業
労
働
会
館
内
)

選
考
方
法
―
適
性
検
査
・
面
接
　
応

募
賢
格
1
年
齢
・
性
別
・
学
歴
は
問

わ
ず申

込
み
・
間
い
合
わ
せ
は
、足
立

高
等
職
業
訓
練
校
台
東
分
校
(
台
東

区
僑
場
一
丁
目
一
上
(
都
瞳
業
労
働

会
館
内
　
　

八
七
六
一

二
九
六
一
)
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